
非定常作業時の災害を防止するための基本的事項

１．機械を止める

２．作業前ミーティング、
ＫＹ活動、
リスクアセスメント

３．災害防止対策の実施

（１） 本質安全対策

（２） 工学的対策

（３） 管理的対策

（４）個人用保護具

保護

保護

安全帯（墜落制止用器具）
を使用する

二丁掛け（ダブルランヤー
ド）を使用する

本質 高所作業車を使用する歩み板の設置

安全帯フック付け替え時
の墜落防止対策（二丁掛
け等）を規定化

危険な作業の廃止・変更、
危険性や有害性の低い材
料への代替、より安全な採
掘法へ変更など。

安全柵の設置などの設備
的対策

マニュアルの整備、立入禁
止措置、教育訓練などの管
理的対策

本質安全対策、工学的対策、管理的対策
の措置を講じた場合でも除去・低減しきれ
なかったリスクに対して実施します。

停止

本質

工学

管理

保護

工学

管理
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非定常作業（点検、修理、改造等）の発生

非定常作業時の対応事例

作業内容の確認（現場確認）

当該作業に関する作業基準書等はあるか

作業基準書等に基づき作業実施を検討
※規模や状況により作業内容も異なってくることから、
必要に応じて、当該作業基準書で保安上問題ないか、
関係者で事前確認を実施する。

今までに経験のある作業か

NO

YESNO

YES

・作業手順（作業計画）の検討
必要に応じて、過去の同種の作業記録、
ヒヤリハット報告、他鉱山の災害事例
などを参考に、検討を進める。

関係のメーカーや作業経験者に
作業手順等の確認が可能か
確認の後、自社で対応可能な作業か
検討することが必要。

YES

NO

外注の専門業者へ作業を依頼

・KY活動、リスクアセスメントの実施
当該作業に関連する全員で危険性の調査と
リスク低減措置の検討を実施する。

・作業手順の決定（作業基準書等の見直し）
保安規程で定められた作業責任者等が
最終決定する。

作業責任者等により、全作業者へ保安教育を実施
請負労働者に対しても、事前の連絡調整に抜けがないよう
に留意する。

作業の実施
作業基準書等又は決定した作業手順どおり作業が行われているか、
作業責任者等が確認を行う。

作業中に、当初想定していなかった
リスクが発見された場合は、作業を
中断し、必要に応じ、作業手順の
再検討を実施する。

作業の終了
作業手順の内容等ついては、同様の作業の発生の可能性がある
ことを考慮して、記録として残すことが必要。

※作業基準書等の見直し

【リスク低減措置内容の優先順位】
1.本質安全対策
2.工学的対策
3.管理的対策
4.個人用保護具

保安委員会等において、当該作業に関する作業基準書等の
新規制定・見直しについて、可能な限り検討を行う。


